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―白梅学園大学・白梅学園短期大学　学長―
汐　見　稔　幸　（教育学）
（著書）
１．『保育のグランドデザインを描く : これから
の保育の創造にむけて』　編集　2016.5　ミ
ネルヴァ書房
２．『子どもが聴いてくれて話してくれる会話の
コツ』　監修（天野ひかり 著）　2016.5　サン
クチュアリ出版
３．『０～３歳能力を育てる好奇心を引き出す : 
ほんとうに頭のいい子に育てるために必要な
こと』　単著　2016.7　主婦の友社 ; 新装版
４．『ぜんぶ子どもが教えてくれる 探しながら自
分を生きる―さく子の幼児保育』　解説（井
上さく子 著）　2016.8　サンパティックカ
フェ
５．『福祉教科書 保育士完全合格テキスト 上 
2017年版』　監修（保育士試験対策委員会 著）　
2016.8　翔泳社
６．『福祉教科書 保育士完全合格テキスト 下 
2017年版』　監修（保育士試験対策委員会 著） 
2016.8　翔泳社
７．『はじめてのおけいこ ひらがな ４・５・６歳 : 
総 し あ げ （ 知 育 ド リ ル ）』　 監 修　2016.10　 
小学館
８．『ファンタジーとアニマシオンー古田足日「子
どもと文化」の継承と発展』　編集　2016.11　
童心社
９．『新装版　３～６歳　能力を伸ばす　個性を
光らせる』　単著　2016.12　主婦の友社
10．『保育士精選過去問題集2017』　監修（栄養セ
ントラル学院 著）　2016.12　風鳴舎
11．『０～３才 育脳まとめ。』　共著　2017.2　主
婦の友社 
12．『発達障害 & グレーゾーンの３兄妹を育てる
母のどんな子もぐんぐん伸びる120の子育て
法』　監修（大場美鈴 著）　2017.2　ポプラ社
13．『はじめてのおけいこ ことば ２・３・４歳 （知
育 ド リ ル は じ め て の お け い こ ） 』　 監 修　
2017.2　小学館
（その他）
１．母の友 2016年９月号 特集「正解はあるの ? 
叱り方」　共著　2016.8　福音館書店 
２．母の友 2017年４月号 特集「それ、ほんと ? 
子どもは「あそび」で育つ」　共著　2017.3
福音館書店
＜学会・社会的活動＞
・日本教育学会常任理事
・日本保育学会理事
・子ども環境学会副理事
・日本赤ちゃん学会理事
・臨床育児・保育研究会　主宰
・NPO 法人あいぽーと理事
・家庭教育支援の推進に関する検討委員会委員
・学校法人東京シューレ学園　東京シューレ葛飾
中学校理事
・放送倫理・審査向上機構　放送と青少年に関す
る委員会委員
大学　子ども学部子ども学科
―白梅学園大学・白梅学園短期大学　副学長―
平　賀　明　彦（日本近現代史）
（学術論文）
１．「近代ヨーロッパ・ヒューマニズムの生成・
発展過程の研究―16世紀フランスのユマニス
ムの検討を中心に―」2016.9「研究年報」第
21号　白梅学園大学・白梅学園短期大学教育・
福祉研究センター
２．「地域分析における地帯構造論の有効性につ
研究員　研 究 業 績 一 覧
（2016年４月～ 2017年３月）
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いて―府県統計書の活用を事例として―」　
2017.3　白梅学園大学・短期大学紀要 No.53
＜学会・社会的活動＞
・歴史学研究会
・歴史科学協議会
・日本史研究会
・政治経済学・経済史学会
・歴史学会
・新潟県史学会
・新潟県南魚沼郡六日町町史編纂委員会委員
―白梅学園大学・子ども学部長―
髙　田　文　子（教育学）
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・教育史学会
・幼児教育史学会理事
・日本乳幼児教育学会
・日本教育学会
・社会福祉法人ふたば会監事
・国立市オンブズマン制度審議会委員
近　藤　幹　生（保育学）
（著書）
１．『保育の哲学２』　共著　2016.5　ななみ書房
２．『改訂版　実践につなぐことばと保育』　共著　
2016.9　ひとなる書房
３．『子どもと社会の未来を拓く保育内容総論』　
編著　2017.3　青踏社
（学術論文）
１．「少子化対策と保育施策」　単著『保育学講座
２』所収　2016.7　日本保育学会編　東京大
学出版会
（その他）
１．「待機児童をなくすには」　単著　2016.5　 
月刊リベラルタイム
２．「子どもの最善の利益を問う」　単著　2016.5　
月刊　MOKU
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・日本教育学会
・関東教育学会
・幼児教育史学会
・日本ペスタロッチ・フレーベル学会
・総合人間学会
・保育内容学会（準備会）
・OMEP 日本委員会
・保育研究所会員
・東村山市子ども・子育て会議職務代理者
（講師）
・川崎市宮前区公立・私立保育園研修
・長野県私立保育園経営懇話会
・世田谷区園長研修会
・小平市公立・私立職員研修
・川崎市宮前区公立私立園長研修
・広島県三原市私立保育園研修
・群馬県私立保育園連盟研修会
・都内私立保育園職員研修
・栃木県私立保育園連盟研修
・長野県私立幼稚園研修会
佐　々　加代子（児童学）
（その他）
１．地域型小規模保育の現状と課題　2016　児童
心理12月号
＜学会・社会的活動＞
・日本音声医学会
・日本保育学会
・日本特殊教育学会
・日本語教育学会
・日本心理学会
・日本乳幼児教育学会
・日本応用心理学会
・日本ストレス学会
・日本教育工学会
・言語・発達臨床相談（０歳児から青年期まで）
・乳幼児の発達相談活動
・幼稚園、保育園からの要請による子どもたちの
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発達・臨床相談
・ファミリ ・ーサポート・センター講習会講師（東
京都千代田区、国分寺市、昭島市、福生市、東
村山市、日の出町、埼玉県入間市）
・武蔵野市子育て支援講座講師
・NPO 法人ひまわりママ子育て支援サポーター
養成講座講師
・特別支援サポーター育成講座講師「障害児との
コミュニケーション」
・白梅学園内子育て広場紅茶の会主宰
・武蔵村山市子ども子育て会議会長
・福生市子ども子育て審議会会長
中　島　好　伸（アメリカ文学）
＜学会・社会的活動＞
・新英米文学会
・日本英文文学会
・日本アメリカ文学会
・Dreiser Society（アメリカ）
長谷川　俊　雄（社会福祉）
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本医療社会福祉学会
・日本精神障害者リハビリテーション学会
・日本精神保健福祉学会
・神奈川県社会福祉協議会　日常生活自立支援事
業契約締結審査会委員長
・愛知県ひきこもり　E メール相談事業　監修責
任者
・東京都中部総合精神保健福祉センター　思春期
青年期相談援助事業・スーパーバイザー
・川崎市児童相談所（中央・中部・北部）スーパー
バイザー
・愛知県ひきこもり支援対策協議会　副委員長
・NPO 法人つながる会代表理事
・NPO 法人フリースペースたまりば　副理事長
・多摩市役所生活支援課・スーパーバイザー
・日野市役所生活支援課・スーパーバイザー
・港区子ども若者地域支援協議会　副会長
・日野市子ども家庭支援センター・スーパーバイ
ザー
・川崎市（多摩区・中原区・宮前区）要保護児童
対策地域協議会　スーパーバイザー
増　田　修　治（臨床教育学）
＜学会・社会的活動＞
・日本カリキュラム学会
・日本教育実践学会
・日本安全教育学会
・日本教師教育学会
・日本個性化教育学会
・アメリカ教育学会
・日本標準教育研究所理事
・板橋区保育園　園内継続研究指導員
師　岡　　　章（保育学）
（著書）
１．『キューピーちゃんの　わくわくやさいむら　
パーティー』　監修　2016.5　フレーベル館
２．『よくわかる　NEW 保育・教育実習テキス
ト－保育所・施設・幼稚園・小学校実習を充
実 さ せ る た め に　 改 訂 第 ３ 版 』　 編 著　
2017.1　診断と治療社
（その他）
１．「げんきにぱくぱく」（指導）『キンダーブッ
ク１』　2016年４月号～ 2017年３月号 
フレーベル館
２．「すくすくしょくいく」（指導）『キンダーブッ
ク２』　2016年４月号～ 2017年３月号 
フレーベル館
３．「おしえてしょくいく」（指導）『キンダーブッ
ク３』　2016年 ４月号～ 2017年３月号 
フレーベル館
４．「今日からできる！より良い職場づくりの工
夫 No.1 ～ No.12」『保育ナビ』　2016年 ４月
号～ 2017年３月号　フレーベル館
５．「指導計画作成のヒント」『保育のひろば』　
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2016年４月号　メイト
６．「楽しく食べる子どもを育てる保育における
食育」『少年写真新聞　たのしくたべよう
ニ ュ ー ス 』　2016年 ４ 月 号 ～ 2016年 ６ 月 
少年写真新聞社
講演、多数につき省略
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・日本教育学会
・日本教育方法学会
・日本乳幼児教育学会
・日本カリキュラム学会
・日本子ども社会学会
・日本栄養改善学会
・幼児教育史学会会員
・日本保育学会『保育学研究』編集協力委員
・日本乳幼児教育学会『乳幼児教育学研究』編集
協力委員
・小平市子ども・子育て審議会会長
山　田　　　裕（小学校教科指導法・学校経営）
＜学会・社会的活動＞
・渋谷区小学校教育研究会社会科　講師
・小平市小学校教育研究会社会科　講師
・狛江市小学校教育研究会社会科　講師
・東京都教育委員会「学校・家庭・地域連携推進
事業」（練馬区立旭丘小学校）　スーパーバイ
ザー
安　倍　大　輔（スポーツ社会学）
（その他）
１．「埼玉純真短期大学　キャリアサポートブッ
ク」　共著　2016.4
＜学会・社会的活動＞
・羽生市スポーツ少年団認定員養成講習会　講師
・埼玉県総合教育センター「子供の情操を育む大
人の関わり推進講座」講師
・誠和福祉高校「スペシャリストに学ぶ」レクレー
ション講師
市　川　奈緒子（発達臨床学）
（著書）
１．『児童心理1028号　「こだわり」を子どもの視
点から見る』　単著　2016.9　金子書房
２．『発達障害の子を育てる親の気持ちと向き合
う』　共著　2017.1　金子書房
３．『LD、ADHD&ASD　専門機関の知見を「子
ども理解」に生かす』　単著　2017.3 
明治図書
（その他）
１．［ラウンドテーブル］自閉症の子育てに「家
族の流儀」はどのように影響するのか（3）　 
2017.3　日本発達心理学会
２．［学会発表］特別支援教育における SST　
2017.3　日本発達心理学会
３．［学会発表］ODD と診断された事例への学習
支援の取り組み（2）　2017.3　日本発達心理
学会
＜学会・社会的活動＞
・日本発達心理学会
・日本発達障害学会
・日本教育心理学会
・臨床発達心理士会
・臨床心理士会
・小平市教育委員会 
公立小中学校チーフ巡回相談員
・小平市教育委員会特別支援教育専門委員
・社会福祉法人安立園　晴見保育園　 
スーパーバイザー
・社会福祉法人六踏園　皐月保育園　 
スーパーバイザー
須　川　公　央（教育学）
＜学会・社会的活動＞
・日本キリスト教教育学会
・教育思想史学会
・日本乳幼児教育学会
・教育哲学会
・日本教育学会
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・日本社会臨床学会
首　藤　美香子（児童文化論・比較保育教育学）
（著書）
１．『本田和子と舞々同人たちのトポス―お茶の
水女子大学児童文化研究室―』p359-383「子
ども研究の模索―学際的「子ども期」研究と
1980年代の子ども論―」2017.1　ななみ書房
（その他）
１．［学会講演司会］教育講演Ⅰ「変動するアジ
ア地域の保育をどうみるか―東アジア諸国の
近年の政策・実践・研究の動向をふり返る―」　
2016.5.8　日本保育学会
２．［学会発表］占領期における幼児教育の民主
化・科学化・社会化をめぐって―米国国立公
文書館での GHQ 関係資料調査をもとに―　
2016.12.10　第12回幼児教育史学会
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・幼児教育史学会
・日本子ども学会
中　林　俊　明（理科教育）
（その他）
［口頭発表］
「学習者からみた自然体験の価値について―大
学生を対象にした意識調査を通して―」2016.8
第66回日本理科教育学会全国大会
＜学会・社会的活動＞
・日本理科教育学会
・日本地学教育学会評議委員、常務委員
・日本科学教育学会
・日本気象学会
庭　野　晃　子（家族社会学）
（学術論文）
１．新任保育者が職場を「辞めたい」と思うプロ
セス－職場側の要因に注目して－　単著　
2016.9　「研究年報」第21号　白梅学園大学・
白梅学園短期大学　教育・福祉研究センター
（その他）
１．［ポスター発表］「新任保育者」の早期離職に
関する調査Ⅳ～「職場を辞めたい」と思うプ
ロセス～　単独　2016.5　第69回日本保育学
会大会
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・日本家族社会学会
・静岡家族問題研究会
林　　　　　薫（小児栄養学）
（著書）
１．『子どもの食と栄養　演習ブック』　松本峰雄
監修（共著）　2017.1　ミネルヴァ書房
（その他）
１．［学会発表］「Influence of a Visible Cooking 
Process on Expansion of  Chi ldren ’s 
Learning」International Congress of 
Dietetics ICD Granada　2016.9
２．［学会発表］「父親と母親の子育ての楽しさと
育児参加内容、家庭での食行動との関連」　
共同　2016.10　第75回　日本公衆衛生学会
３．［受賞］第10回キッズデザイン賞「子どもた
ちの創造性と未来を拓くデザイン部門」
４．［掲載］『キッズデザインコンセプトブック
2016』　2016.10　キッズデザイン協議会　
５．［講師］地域交流研究センタ 「ークッキングワー
クショップ（６回）」　 2016.9 ～
６．［講演］青梅市教育委員会　家庭教育講座　
2017.1
７．［報告書］「食を通した子育て支援の観点を活
かした保育所保育に関する研究」（分担研究）　
2017.3　平成26年度　日本保育協会　保育科
学研究報告書
＜学会・社会的活動＞
・日本小児保健学会
・日本保育園保健学会
・日本栄養士会
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・日本栄養改善学会
・全国小児栄養研究会（運営委員）
・日本公衆衛生学会
・日本家庭科教育学会
・日本教材学会　
松　永　静　子（保育学）
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・日本乳幼児教育学会
・こども環境学会
・ 臨床育児保育研究会（機関紙エデュカーレを発
行）
山　本　由紀子（音楽心理学・音楽教育学）
（学術論文）
１．「保育者養成校卒業後１年目の保育者に対す
る幼稚園・保育所・施設の評価―カリキュラ
ムマップからの検討―」　共著　2016.5 
飯田女子短期大学紀要
（その他）
１．［口頭発表］「楽音と単純な複合音に対する聴
覚的不協和感の検討」　共同　2016.6　日本
音楽知覚認知学会
＜学会・社会的活動＞
・日本音楽知覚認知学会
・音楽学習学会
・日本音楽教育学会
・音楽音響芸術研究会
・日本音楽表現学会
能　田　　　昴（ 特別支援教育・特別ニーズ教育・
教育史）
（学術論文）
１．「スウェーデンにおける病院内保育とホスピ
タルプレイセラピー―カロリンスカ大学病院
アストリッド・リンドグレーン子ども病院の
調査を中心に―」　共著　2017.2　『東京学芸
大学紀要総合教育科学系Ⅱ』第68集
（その他）
１．［学会報告］濃尾震災（1891年）と障害児教
育 保 護 成 立 の 歴 史 的 位 相 ― 森 巻 耳 と
A.F. チャペルによる盲人救済に注目して―　
2016.5　社会事業史学会第44回大会
２．［学会報告］近代日本における災害救済と障
害児教育保護成立の歴史的位相―濃尾震災
（1891年）における障害児救済と教育保護の
諸相―　2016.8　日本教育学会第75回大会
３．［学会報告］スウェーデンにおける病院内保
育とホスピタルプレイセラピー―カロリンス
カ大学アストリッド・リンドグレーン子ども
病院の調査を中心に―　2016.8　日本育療学
会第20回学術集会
４．［学会報告］近代日本における災害救済と障
害児教育保護成立の歴史的位相―濃尾震災と
石井亮一の孤女学院における孤児救済保護―　
2016.9　日本特殊教育学会第54回大会
５．［学会報告］近代日本における災害救済と障
害児教育保護成立の歴史的位相―濃尾震災に
おける民間宗教団体による孤児救済活動の諸
相―　2016.10　日本特別ニーズ教育学会 
第22回研究大会
６．［学会報告］児童養護施設における発達困難
を有する子どもの支援ニーズ－子どもの語り
を通して－　2016.10　日本子ども学会学術
集会第13回子ども学会議
７．［学会報告］スウェーデンと日本における高
校教育改革とインクルーシブ教育　2016.10　
日本特別ニーズ教育学会第22回研究大会
８．［報告書］『ニーズ＆アイデアフォーラム（NIF） 
2014-2017　医療・福祉系、デザイン系、工
学系の学生混成チームによる自立を支援する
機器へのアイデアと作品』　2017.3　国立障
害者リハビリテーションセンター研究所・自
立支援局
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＜学会・社会的活動＞
・日本特殊教育学会
・日本特別ニーズ教育学会（SNE 学会）
・日本教育学会
・社会事業史学会
・日本子ども学会
・日本育療学会
・子どものからだと心・連絡会議
・ラジオ出演（収録）： NHK RADIO JAPAN 
Broadcasts in 18 Languages「Supporting 
Disabled Living through Youthful Ideas；An 
inside look at a project where students from a 
variety of fields such as design, engineering, 
and social care develop products that help 
people living with disabilities.」July 26, 2016）
大学　子ども学部発達臨床学科
倉　澤　壽　之（心理学）
（学術論文）
１． 「Google Apps の教育利用について」　単著　
2017.3　白梅学園大学・短期大学情報教育研
究20号
＜学会・社会的活動＞
・日本心理学会
・日本応用心理学会
・日本社会心理学会
・日本教育工学会
佐久間　路　子（発達心理学）
（著書）
１．『自尊感情の心理学：理解を深める「取扱い
説明書」』　共著　2016.5　金子書房
（学術論文）
１．「なぜ３歳児は誤信念課題に正答できないの
か：第２世代の心の理論研究の概観から」　
単著　2017.3　白梅学園大学・短期大学紀要
No.53
（その他）
１．幼児期に育まれる自分を表現する力：自己主
張と自己抑制の発達　児童心理70
２．自分についての評価的感情としての自尊感情　
新教育課程ライブラリⅡ　Vol.3
３．［ポスター発表］縦断的調査による中学生に
おける自己概念の発達（4）―３年間の縦断
的比較―　日本発達心理学会第27回大会
＜学会・社会的活動＞
・日本発達心理学会
・日本教育心理学会
・日本乳幼児教育学会
・日本臨床発達心理士会
・日本質的心理学会
・日本心理学会
・日本保育学会
・日本子ども社会学会
・日本家政学会
・一般社団法人臨床発達心理士認定運営機構資格
認定委員
・公益社団法人日本心理学会認定心理士資格認定
委員
・日野市保育カウンセラー
・国分寺市本多公民館「幼い子を持つ親のための
講座」講師
多喜乃　亮　介（心理学）
＜学会・社会的活動＞
・日本心理学会
・日本生理心理学会
・日本体育学会
・日本臨床神経生理学会
・日本睡眠学会
・日本生体磁気学会
・東京都立小平西高等学校運営連絡協議会委員
・東京都立小平西高等学校運営連絡協議会評価委
員
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西園　マーハ　文（精神医学）
（著書）
１．『 精 神 科 研 修 ノ ー ト　 第 ２ 版 』P411-414　
2016　診断と治療社
２．『今日の精神疾患治療指針　第２版』P286-
290　2016　医学書院
３．『研修ノート No.97　社会的・精神的な援助
が必要な妊産婦への対応』P76-79　2017　日
本産婦人科医会
４．『精神医学テキスト　改訂第４版』P195-201　
2017　南江堂
５．『精神科レジデントマニュアル』Ｐ307-309　
三村將編　2017　医学書院
（学術論文）
１．「摂食障害の発症、経過と治療における「本
人関与」こころと文化」　2016　多文化間精
神医学会雑誌
２．「摂食障害の認知行動療法」　2016　精神神経
学雑誌
３．「神経性過食症（神経性大食症）」　2016 
臨床精神医学45巻増刊号　改訂版　精神科・
わたしの診療手順
（その他）
［研究報告書］
１．西園マーハ文：摂食障害情報センター機能の
開発（神経性過食症短期入院プログラムの開
発）精神・神経疾患研究開発費26- ４　「心身
症・摂食障害の研究ネットワーク拠点整備と
治療プログラムの開発」　統括・分担研究報
告書（平成26 ～ 28年度）　2017
２．西園マーハ文、河上純子：地域保健の場にお
ける摂食障害の対応に関する実態調査に関す
る研究　厚生労働科学研究費補助金「摂食障
害の診療体制整備に関する研究（H26- 精神 -
一般 -001）」　平成26年～平成28年度総合研究
報告書　2017
［学会発表］
３．摂食障害を精神医学の立場から考え直す　
2016.6　第２回京都摂食障害研究会
４．単科精神科病院で入院治療を行った神経性や
せ症（精神科病院における摂食障害治療１）　
2016.9　第20回日本摂食障害学会
５．臨床心理士による個別心理教育場面を活用し
て治療同盟を築く過程（精神科病院における
摂食障害治療２）　2016.9　第20回日本摂食
障害学会
６．グループになじめない人達のグループ―意義
と課題―（精神科病院における摂食障害治療
３）　2016.9　第20回日本摂食障害学会
７．摂食障害傾向と首尾一貫感覚（Sense of 
Coherence:SOC） の 関 連 に つ い て　2016.9　
第20回日本摂食障害学会
８．摂食障害の妊娠と出産　シンポジウム３ 
妊娠と出産　2016.9　第20回日本摂食障害学
会
９．SCOFF を用いた大学生に対する過食症のス
クリーニング法の検討　2016.9　第20回日本
摂食障害学会
10．一般女性における摂食障害についての認識調
査　2016.9　第20回日本摂食障害学会
11．摂食障害における国際的な動向と連携　公開
シンポジウム「摂食障害に期待される 
‘ つながり ’」　2016.9　第20回日本摂食障害
学会
12．地域における産後メンタルヘルス問題の発見
と援助～日本人と共通の課題と特に外国人に
必要な援助～　シンポジウム２　都心の地域
保健の場における外国人妊産婦のメンタルヘ
ルススクリーニングの現状と援助について　
2016.10　第23回多文化間精神医学会学術総会
13．摂食障害への支援　教育講演９　2016.10　
第57回日本児童青年精神医学会
14．［学会発表］摂食障害　女性スポーツメディ
カルネットワークワークショップ　2016.11　
第27回日本臨床スポーツ医学会　日本臨床ス
ポーツ医学会誌24巻４号
［専門家研修］
15．ガイデッドセルフヘルプ　2016.9　第14回摂
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食障害治療研修
16．摂食障害を持つ母親の援助について　2016.10　
府中市保健センター保健師助産師研修
17．地域における産後メンタルヘルス問題のスク
リーニングと援助：「新宿方式」15年の経験
から　2016.11　慶應義塾大学医学部精神神
経科心理研究会
18．摂食障害の現在　子ども・専門講座７　現代
の思春期・青年期を考える　2016.11　明治
安田心の健康財団
19．摂食障害の病理と治療の考え方　2016.11　
慶應義塾大学病院精神神経科専修医講義
20．摂食障害　2016.12　成長期のアスリート指
導者研修
21．地域における最後のメンタルヘルス～発見と
援助～　2017.2　第２回周産期医療・母子保
健関係者研修
22．学校と医療のより良い連携のための対応マ
ニュアルの活用について　2017.2　摂食障害
全国基幹センター平成28年パイロット研修
23．摂食障害の病理と治療～本人の力を生かす方
法 を 目 指 し て ～ 実 践　 心 理 相 談　2017.2 
日本摂食障害協会心理士向け研修
24． ～ 学 校 と 医 療 の 連 携 ～ 実 践・ 心 理 相 談　
2017.2　日本摂食障害協会臨床心理士向け研
修
25．摂食障害の病理と治療　2017.3　神戸大学大
学院研究科神経精神医学分野講義
26．地域における産後メンタルヘルス　2017.3　
要支援家庭援助連絡会
［啓発］
27．摂食障害概論とアスリート問題　トレーニン
グ指導者に必要な摂食障害の知識 P16-17　
2016　第２回日本トレーニング指導者協会機
関誌
28．Tulip Mazumdar:Fear over eating disorder 
care in Japan（ウェブニュース BBC News　
http://www.bbc.com/news/health- 
36095287）TV 版（‘Impact’）ラジオ版 
コメント
＜学会・社会的活動＞
・日本摂食障害学会　理事
・日本スポーツ精神医学会　評議員
・日本社会精神医学会　理事
・日本社会精神医学会雑誌編集委員
・日本周産期メンタルヘルス研究会顧問
・日本摂食障害協会　理事
福　丸　由　佳（家族心理学・発達臨床心理学）
＜学会・社会的活動＞
・日本発達心理学会
・日本心理臨床学会
・日本家族心理学会
・日本心理学会
・日本家族研究・家族療法学会
・日本母性衛生学会
・日本臨床発達心理士会
・神奈川県臨床心理士会
・東京都臨床心理士会
・American Psychological Association
・American Association for Marriage and 
Family Therapy
堀　江　まゆみ（発達障害学）
（学術論文）
１．内山登紀夫、堀江まゆみ、安藤久美子「英国
における発達障害への緊急時支援の検討」平
成28年度 厚生労働科学研究費補助金 障害者
対策総合研究事業（身体・知的障害分野）「発
達障害者への支援を緊急時（犯罪の被害や加
害、災害など）に関係機関が連携して適切な
対応を行うためのモデル開発に関する研究」
研究報告書．
２．堀江まゆみ　「全国トラブルシューター養成
研修（2012年～ 2015年度）実施報告　―受
講者特徴、および自由記述から見る地域の触
法・トラブル危機介入ニーズとトラブル
シューターネットへの期待」平成28年度 厚
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生労働科学研究費補助金 障害者対策総合研
究事業（身体・知的障害分野）「発達障害者
への支援を緊急時（犯罪の被害や加害、災害
など）に関係機関が連携して適切な対応を行
うためのモデル開発に関する研究」研究報告
書
（その他）
１．「危機介入のための地域ネットワーク作りと
人材育成―トラブル予防や介入および災害時
の支援；地域で支える仕組みを考える」　
2016　平成28年度 発達障害地域支援マネー
ジャー研修会（応用研修）テキスト　国立障
害者リハビリテーションセンター
２． 「障害のある人と社会をつなぐトラブル
シューター」　2016　独立行政法人福祉医療
機構平成28年度社会福祉振興助成事業「孤立
の障害者高齢者を社会につなぐＴＳ（トラブ
ルシューター）事業報告書
３．「全国における「障害のある人と社会をつな
ぐトラブルシューター」ネットワークの構築
に向けた活動と今後の課題」　2016　平成28
年度共生社会を創る愛の基金研究報告書
＜学会・社会的活動＞
・科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金
《基盤（C）》）「知的・発達障害者の性犯罪再犯
防止 SOTSEC-ID- 認知行動療法と地域包括支
援（平成27年度～ 29年度）」主任研究者
・厚生労働科学研究費補助金　障害者対策総合研
究事業（身体・知的障害分野）平成28年度「発
達障害者への支援を緊急時（犯罪の被害や加害、
災害など）に関係機関が連携して適切な対応を
行うためのモデル開発に関する研究」（主任研
究者；内山登紀夫）分担研究者
・厚生労働行政推進調査事業補助金　障害者政策
総合研究事業（身体・知的等障害分野）平成28
年度「医療的管理下における介護及び日常的な
世話が必要な行動障害を有する者の実態に関す
る研究」（研究代表者；市川宏伸）分担研究者
・日本司法・共生社会学会　副代表
・日本特殊教育学会平成28年度大会　社会貢献活
動小委員会企画シンポジウム「地域のネット
ワークによる罪を犯した障害者（児）支援の取
組み－教育・司法・福祉等の連携による実践と
課題－」企画委員
・社会福祉法人南高愛隣会 共生社会を創る愛の
基金企画委員                                                                               
・東京都教育委員会特別支援教育　平成28年度就
労支援アドバイザー
・神奈川県障害者施策審議会　平成28年度副会長
・東京都小平市教育委員会　平成28年度就学支援
委員会専門員
・JICA 集団研修「地域活動としての知的障害者
支援コース」独立行政法人国際協力機構「日本
における障害者の権利擁護」
・他、東京都教育委員会、区市町村教育委員会、
幼稚園協会等主催研修会「障害者差別解消法と
合理的配慮」等の講師を多数務めた。
小保方　晶　子（発達心理学）
＜学会・社会的活動＞
・日本心理臨床学会
・日本発達心理学会
・日本犯罪心理学会
・日本質的心理学会
・日本臨床心理士会
・日本心理学会
・日本教育心理学会
鬼　頭　七　美（日本文学）
（学術論文）
１．「『装飾ある社会』の彼方―長井荷風『地獄の
花』のジェンダー論的読解―」　2017.3　白
梅学園大学・短期大学紀要 No.53
＜学会・社会的活動＞
・日本近代文学会
・昭和文学会会務委員
・日本文学協会
・坂口安吾研究会
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・日本社会文学会編集委員
・横光利一文学会
・日本児童文学学会
杉　山　貴　洋（発達心理学）
＜学会・社会的活動＞
・こども環境学会
・日本保育学会
・全国大学造形美術教育養成協議会（事務局）
廣　澤　満　之（発達障害学）
（著書）
１．『コンパス　保育内容　言葉』（第10章 気に
なる子どもへの言葉の発達のサポート） 内藤
知美・新井美保子（著）　2017.2　建帛社
（その他）
１．障害児保育を担当する保育者の熟達化－入職
５年目までの保育者の熟達化過程－　単著　
2016　日本保育学会第69回大会発表要旨集
２．特別支援教育における主体的・探求的な学習
を考える－「安心・居場所感」と「夢中・没
頭」の視点から―　共著　2016 
日本特殊教育学会第54回大会発表論文集
３．青年期の自閉症スペクトラム障害者を対象と
したグループ活動における自己の表出過程（2）　
単著　2016　日本 LD 学会第25回大会発表論
文集
＜学会・社会的活動＞
・日本特殊教育学会
・日本発達心理学会
・日本教育心理学会
・日本児童青年精神医学会
・日本発達障害学会
・日本心理臨床学会
・日本 LD 学会
・日本保育学会
・日本心理劇学会
・公益財団法人キリン福祉財団 
公募事業　選考委員
・社会福祉法人黎明会　事業適正化委員
・社会福祉法人コロロ学舎　監事
・社会福祉法人 AnnBee　評議員選任・解任委員
宮　田　まり子（保育学）
（学術論文）
１．「保育者が捉える幼児の遊び場の認識」　共著　
2017.3　国際幼児教育研究第24号
２．「幼児の遊び場の認識：幼児による写真投影
法を用いて」　共著　2017.3　乳幼児教育学
研究第25号
（その他）
１．「保育材に関する検討」　共著　2017.3　『子
どもの挑戦的意欲を育てる　保育環境・保育
材のあり方』日本教材文化研究財団
２．［受賞］「子どもの遊び観 : 幼児期・児童期の
遊びの場や場の機能に着目して」　共同　
2016.4　こども環境学会2016年大会優秀ポス
ター発表賞
３．［受賞］「３歳児積み木場面における保育者の
関わり－保育者の発話と行為に着目して－」　
単独　2016.9　国際幼児教育学会2016年度学
術賞
４．［ポスター発表］「子どもの遊び観の分析－遊
びの動機と遊びに対するイメージに着目して
－」　共同　2016.4　日本発達心理学会第27
回大会
５．［ポスター発表］「子どもの遊び観 : 幼児期・
児童期の遊びの場や場の機能に着目して」　
共同　2016.4　子ども環境学会2016年大会
６．［ 口 頭 発 表 ］“Early-childhood children's 
values of play” 共同　2016.9 European Early 
Childhood Education Research Association 
26th 
７．［ ポ ス タ ー 発 表 ］　“Middle Size Blocks in 
ECEC Environment：Focusing on the 
Process to Acquire a Role”　単独　2016.9  
European Early Childhood Education 
Research Association 26th
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＜学会・社会的活動＞
・日本ペスタロッチ―・フレーベル学会
・日本保育学会
・子ども環境学会
・日本乳幼児教育学会
・国際幼児教育学会
・日本発達心理学会
飯　野　雄　大（臨床発達心理学）
（著書）
１．『子どもと保育者の物語によりそう巡回相談：
発達がわかる・保育が面白くなる』　P65-87
共著　2016.4　ミネルヴァ書房
（学術論文）
１．「保育者と関係を作りにくい子：『なつかない』
というとらえ方を再考する」　2016.12　児童
心理12月号臨時増刊
２．「発達・教育相談室を窓口とした地域連携：
つながる・ひろがる・つくる」　2016.8 
地域と教育第32号
（その他）
１．［共同発表］ODD と診断された事例への学習
支援の取り組み～多角的な視点を持つ心理学
的支援　2017.3　日本発達心理学会第28回大
会発表論文集
２．［共同発表］複合的なニーズに応える心理支
援を探る～ ODD と診断された事例を通して　
日本発達心理学会第27回大会発表論文集
＜学会・社会的活動＞
・日本発達心理学会
・日本特殊教育学会
・日本教育心理学会
・日本心理学会
・日本保育学会
・日本臨床発達心理士会
・小平市発達支援相談拠点検討委員会　委員長
・新版 K 式発達検査2020　標準化検査者
杉　山　実　加（教育学）
（学術論文）
１．「昭和戦前期における綴方教育振興のための
地域文集―埼玉県北足立郡と静岡県引佐郡の
場合―」　単著　2017.3　『早稲田教育評論』
第31巻第１号　早稲田大学教育総合研究所
＜学会・社会的活動＞
・教育史学会
・全国地方教育史学会
・国際アジア学会
・日本保育学会
・関東教育学会
・早稲田大学　教育総合研究所　特別研究員
冨　澤　和歌子（臨床心理学）
＜学会・社会的活動＞
・日本学生相談学会
・日本心理臨床学会
・日本カウンセリング学会
・日本箱庭療法学会
・日本集団精神療法学会
大学　家族・地域支援学科
小　林　美由紀（小児科学）
（著書）
１．『保育士完全合格テキスト2017年版』　共著　
2016.8　翔泳社
２．『保育士完全合格過去問題集2017年版』　共著　
2016.9　翔泳社
３．『これならわかる！　子どもの保健演習ノー
ト　子育てパートナーが知っておきたいこと
（改訂３版）』　単著　2016.12　診断と治療社
（その他）
１．［ 講 演 ］ 子 ど も の 成 長・ 発 達 と 病 気　
2016.6.27、2016.11.28　中野区ファミリー・
サポート事業
２．［講演］ 乳児の慢性疾患・障害について　
2016.10.17　白峰学園横浜女子短期保育セン
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ター　乳児保育講座
３．［ 講 演 ］ 最 近 の 予 防 接 種 事 情 に つ い て　
2017.3.3　中野区ファミリー・サポート事業
＜学会・社会的活動＞
・日本小児科学会専門医
・日本小児保健協会
・日本小児血液学会
・日本小児がん学会
・日本血液学会
・日本臨床血液学会
・日本造血細胞移植学会
・日本輸血学会
・日本赤ちゃん学会
・日本保育園保健協議会
・日本子ども学会理事
・日本学校保健学会
・日本保育学会
・日本医療保育学会
・日本緩和医療学会
・日本サイコオンコロジー学会
・中野区ファミリー・サポート事業医療アドバイ
ザー
土　川　洋　子（介護福祉学）
＜学会・社会的活動＞
・日本病院・地域精神医学学会
・日本介護福祉教育学会
・日本介護福祉士学会
・日本介護福祉学会
・日本精神障害者リハビリテーション学会
・日本保健医療福祉連携教育学会
・日本小児保健協会
・社会福祉法人きょうされん リサイクル洗びん
センター（就労継続支援 B 型事業所）　健康相
談
森　山　千賀子（介護福祉学・地域ケア）
（著書）
（学術論文）
１．地域包括ケアの中の家族介護者支援－ K ケ
アチームの実践事例から支援内容の概念化を
試みる　単著　2016.9　「研究年報」第21号　
白梅学園大学・白梅学園短期大学 教育・福
祉研究センター
２．白梅子育て広場10年の成果と課題　共著　
2016.9　「研究年報」第21号　白梅学園大学・
白梅学園短期大学 教育・福祉研究センター
（その他）
１．みんなで創るみさと団地未来プロジェクト
HONOBONO　HONOBONO　みさと団地調
査会からの提言　分担執筆　2016.8　作成：
みさと団地調査会　発行：みさと健和団地診
療所、健和会医療福祉調査室
２．『国民医療』冬季号「介護離職問題から考え
る介護保障 問われる「介護離職ゼロ」にむ
けての介護の質」　単著　2017.3　『国民医
療』冬季号 NO.333　発行：公益財団法人日
本医療総合研究所
３．社会福祉士シリーズ第13巻　高齢者に対する
支援と介護保険制度』（第４版改訂）　分担執
筆　2017.3　発行：弘文堂
４．［学会発表］アジアにおける介護人材の教育
制度に関する研究－養老護理員養成のカリ
キュラムの現状と課題　共同発表　2016.9　
日本介護福祉学会第24回大会
５．［講演・パネリスト］医療・介護フォーラム
2016　テーマ：会議離職問題から考える介護
保障－問われる「介護離職ゼロ」に向けての
介護の質　2016.12.23　主催：公益財団法人
日本医療総合研究所
６．［講師］平成27年度小平市介護予防見守りボ
ランティア事業 登録研修　テーマ：地域の
中 で 高 齢 者 を 見 守 る こ と　2016.7.4、
2017.2.13　 
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＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本介護福祉学会・評議員
・日本介護学会
・日本介護福祉教育学会
・日本福祉図書文献学会
・日本世代間交流学会
・日本子ども虐待防止学会
・日本社会福祉士会
・日本介護福祉士会
・社会福祉法人サンフレンズ 評議員・理事
・一般社団法人地域ケア総合評価機構 代表理事
・NPO 法人第２こだま小規模多機能居宅介護や
まびこ 運営推進会議委員
杉　本　豊　和（社会福祉学）
（著書）
１．『障害者に対する支援と障害者自立支援制度』
（第３版）　2016　弘文堂
（その他）
１．「コミュニティ・サロン運営による地域の拠
点づくりが地域福祉力の形成に及ぼす効果に
関する研究」　2016.9　白梅学園大学・短期
大学　教育・福祉研究センター『研究年報』
No.21
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本精神障害者リハビリテーション学会
・府中市障害者計画推進協議会委員
・府中市障害認定審査会委員
・社会福祉法人ひばり福祉会評議員
・特定非営利活動法人あかね会理事
・社会福祉法人ときわ会評議員
・小平市障害者自立支援協議会委員
西　方　規　恵（介護福祉学）
（その他）
１．『介護ベッド（特殊寝台）などでよくある介
護事故およびヒヤリ・ハットの要因と対策』　
分担執筆　2016.9　『高齢者安心安全ケア実
践と記録』日総研　2016年９・10月号
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本介護福祉学会
・日本難病看護学会
・日本介護福祉教育学会
・日本老年行動科学会
・知的障害者施設　オンブズパーソン
・小規模多機能居宅介護・認知症対応型共同介護
施設　運営推進委員
・ほっとすぺーす「きよか」　運営委員（副代表）
井　原　哲　人（児童福祉論）
（その他）
１．［調査］放課後等デイサービス事業所調査　
共著　2017.3　障害のある子どもの放課後保
障全国連絡会
２．『保育白書　2016年版』P127-130　2016.8　全
国保育団体連絡会・保育研究所
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・社会事業史学会
・東京社会福祉史研究会
午　頭　潤　子（介護福祉・高齢者福祉）
＜学会・社会的活動＞
・日本介護福祉学会
・認知症ケア学会
・日本社会医学会
・日本ケアマネジメント学会
・白梅介護福祉学会
・NPO 法人介護者サポートネットワークセン
ター・アラジン　理事
牧　野　晶　哲（ソーシャルワーク・社会福祉学）
（その他）
１．［報告］いじめ問題に対応するスクールソー
シャルワーカーの役割について ―いじめ防
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止プログラムの効果検証と対話マニュアルの
作成　2016.9　白梅学園大学・白梅学園短期
大学教育・福祉研究センター「研究年報」第
21号
２．［発表］私立自由の森学園における RJ サー
クルの実践報告　2016.6　第12回 RJ 全国交
流会
３．［シンポジウム］SSW 活動を活性化させてい
くための地域での取り組み　2016.8　日本学
校ソーシャルワーク学会
４．［講演］ソーシャルワークの基本と事例分析　
2016.7　文京区教育センター
５．［講演］スクールソーシャルワークから児童
生徒の理解を深めよう　2016.8　横浜市公立
学校事務職員研究協議会
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本学校ソーシャルワーク学会
・NPO 法人日本スクールソーシャルワーク協会　
理事
・NPO 法人修復的対話フォーラム
・任意団体金曜学習室　代表責任者
・杉並区教育委員会スクールソーシャルワーカー　
スーパーバイザー
・文京区教育委員会スクールソーシャルワーカー　
スーパーバイザー
安　　　瓊　伊（社会福祉学・介護福祉学）
（その他）
１．［学会発表］介護福祉士が考える「介護福祉
士の専門性」に関する研究；テキストマイニ
ングによる自由記述回答の分析　共同発表　
2016.9　第24回日本介護福祉学会大会
２．［学会発表］介護福祉士の「価値」に関する
研究；介護福祉士の自由記述回答から　共同
発表　2016.9　第24回日本介護福祉学会大会
３．［学会発表］「要介護状態の高齢者の生活に含
まれる要素」別にみた社会資源の活用に関す
る研究；特別養護老人ホーム施設長へのイン
タビューから　共同発表　2016.9　第24回日
本介護福祉学会大会
４．［学会発表］介護福祉学の研究動向と今後の
課題：文献のタイトル及びキーワードに着目
した分析　共同発表　2016.9　第24回日本介
護福祉学会大会
＜学会・社会的活動＞
・日本介護福祉学会
・日本社会福祉学会
・日本老年社会科学会
・「コリアンらいふサポートセンター」研究会メ
ンバー
短大　保育科
瀧　口　　　優（英語教育学・英米文学）
（著書）
１．『JOYFUL English Communication Ⅱ』　共
著　2017.3　三友社出版
（学術論文）
１．「白梅子育て広場10年の成果と課題」　共著　
2016.9「研究年報」第21号　白梅学園大学・
白梅学園短期大学教育・福祉研究センター
２．「ルールを守れない子」　単著　2016.8　児童
心理1027号
３．「好奇心を育む授業」　単著　2016.9　新英語
教育665号
４．「小学校『英語』がもたらす問題と実践の課題」　
単著　2017.1　人間と教育92号
（その他）
１．［講演］遊びによる子どもの育つ地域環境づ
くりⅠ　共著　2016.5　日本保育学会
２．［講演］遊びによる子どもの育つ地域環境づ
くりⅡ　共著　2016.5　日本保育学会
３．［講演］小学校英語活動について　単著　
2016.8　教育科学研究会大会
４．［講演］子どもの権利条約をどう伝えるか　
単著　2016.9　第10回白梅子ども学講座
５．［講演］中学生をやる気にさせる学習サポー
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ト～英語編～　単著　2016.11　三市・東京
学芸大学連携講座
６．［講演］子ども支援論　単著　2017.2　教育
支援人材認証協会「こどもパートナー」「子
どもサポーター（こころ支援）」
７．［講演］「こどもサポーター（こころ支援）」
における支援のあり方　単著　2017.2　教育
支援人材認証協会「こどもパートナー」「子
どもサポーター（こころ支援）」
８．［講演］小学校に新教科「英語」？　単著　
2017.3　民主教育研究所
９．協同学習と学習集団づくりについての考察　
単著　2016.4　新英語教育560
10．「英語が苦手」とはどういうことか　単著　
2016.5　英語教育65巻２号
11．学習指導要領改訂等に出す意見書　単著　
2016.12　英語教育65巻６号
12．子どもの権利条約を読む　単著　2017.1　新
英語教育669号
13．豊かな英語教材で確かな心をー道徳の教科化
を受けて　単著　2017.3　新英語教育671号
＜学会・社会的活動＞
・新英語教育研究会会長
・教育科学研究会
・語学教育研究所
・映画英語教育学会
・日本イギリス児童文学会
・新英米文学会
・日本平和学会
・日本保育学会
・日本児童英語教育学会（JASTEC）
・日本教育学会
・総合人間学会
・日本世代間交流学会
・平和の文化をきずく会
・世界幼児教育機構（OMEP）
・民主教育研究所
・日本ユネスコ協会連盟
・特定非営利活動法人 C.P.I. 教育文化交流推進委
員会
中　山　正　雄（社会福祉学）
（著書）
１．『実践から学ぶ社会的養護　改訂第５版』 
編者　2016.4　保育出版社
２．『実践から学ぶ社会福祉　改訂第２版』　 
共編者　2016.4　保育出版社
３．『保育・教育実習テキスト　改訂第３版』　 
共編者　2017.1　診断と治療社
（その他）
１．［講師］子どもの虐待問題と保育所の役割　
2016.6　どんぐり山保育園園内研修
２．［講師・助言者］児童養護施設の自立支援　
2016.6　第52回関東ブロック児童養護施設長
研究協議会
３．［講師］児童福祉施設の健全運営　2016.10　
茨城県児童福祉施設長研修会
４．［講師］乳児院における権利擁護のあり方に
ついて2016.11　東京都済生会中央乳児院　
院内研修会
５．［講師］「子どもの人権擁護」「児童養護施設
の働き方とチームワーク」　2016.11.18，12.19　
児童養護施設　朝陽学園　運営向上研修
６．［講師］児童養護施設における子どもの権利
擁護について　2017.2　児童養護施設　埼玉
育児院　院内研修
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会会員
・子ども家庭福祉学会会員
・全国子ども虐待防止学会会員
・日本児童養護実践学会副会長
・児童養護施設　二葉むさしが丘学園　苦情解決
第三者委員
・NPO 法人ブリッジ・フォースマイル第三者委
員
・都内乳児院運営改善委員会委員長
・社会福祉法人わらしこの会　理事長
・社会福祉法人カリタスの園　人権擁護委員会委
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員長
・乳児院　つぼみの寮　スーパーバイザー
・全国児童養護施設協議会　70回大会記念誌編纂
委員
花　原　幹　夫（造形教育学）
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・子ども環境学会
・日本赤ちゃん学会
・絵本学会
小　松　　　歩（発達心理学）
＜学会・社会的活動＞
・日本特殊教育学会
・日本教育心理学会
・日本発達障害学会
・日本 LD（学習障害）学会
・日本保育学会
・特別なニーズ教育とインテグレーション（SNE）
学会
・日本発達心理学会
・赤ちゃん学会
・立川市委託「夢育て・たちかわ　子ども21プラ
ン　第５期推進協議会」会長
・学校法人佐藤学園　東立川幼稚園　監事
・社会福祉法人緑蔭会　たかのみち保育園　監事
佐　藤　　　文（体育学（身体表現）・舞踊教育）
（その他）
１．第10回チアリーディング　アジア　インター
ナショナルオープンチャンピオンシップ　第
３回アジアンジュニア　チアリーディング　
チャンピオンシップ　チアダンス審判部（監
察委員）　2016.5.14,15
２．第４回チアダンス日本オープン選手権大会　
運営実行委員（監察委員）　2016.9.17
＜学会・社会的活動＞
・舞踊学会
・比較舞踊学会
長　井　覚　子（音楽教育学）
（著書）
１．『音楽を学ぶということ―これから音楽を教
える・学ぶ人のために―』　共著　2016.4　
教育芸術社
（学術論文）
１．「保育教諭に求められる資質・能力を検討す
るための基礎的研究―幼稚園教諭と保育士の
養成課程における領域『表現』にかかる科目
のシラバス分析―」　共著　2016.11　『保育
教諭養成課程研究』第２号
（その他）
１．［学会発表］「幼児向け日本の伝統音楽ワーク
ショップの構造化に向けて―複数事例の検討
から―」　共著　　2016.5　日本保育学会第
70回大会
２．［学会発表］「DVD「ある託児所の一日」を
めぐって―映像にみる戦前期保育の検討―」　
共著　2016.5　日本保育学会第70回大会
＜学会・社会的活動＞
・日本音楽教育学会
・音楽教育史学会
・東洋音楽学会
・日本保育学会
・幼児教育史学会
・日本乳幼児教育学会
源　　　証　香（保育学）
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・法と教育学会
・赤ちゃん学会
・子どもの人権研究会　事務局
宮　崎　佑　介（保全生態学）
（著書）
１．『朱太川水系の魚類【第二版】』　単著　
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2017.3　後志地域生物多様性協議会
（学術論文）
１．「Three ecological factors influencing 
riverine fish diversity in the Shubuto 
River system, Japan: Habitat capacity, 
habitat heterogeneity and immigration」
共著　2016.4『Limnology』
２．「Difference in habitat use between the two 
related goby species of Gymnogobius 
opperiens  and Gymnogobius urotaenia 
: A case study in the Shubuto River System, 
Hokkaido, Japan」共著　2016.7『Ichthyological 
Research』
３．「Adding f ish images taken in other 
countries to the biodiversity database of a 
Japanese public museum, with report of 
range extension of Labrisomus jenkinsi 
from the Pacific coast of Costa Rica」　共著　
2017.1　『Ecological Research』
４．「Combined effects of immigration potential 
and habitat quality on diadromous fishes」　
共著　2017.1　『Limnology』
５．「宮崎県門川湾で採集されたコンゴウテンジ
クダイ Ostorhinchus fleurieu の標本に基づ
く北限記録」　共著　2017.1『日本生物物理
学会会報』
６．「標本に基づく宮崎県大淀川水系産アリアケ
ギバチの記録」　共著　2017.1『日本生物地
理学会会報』
（その他）
１．［招待講演］「オープンスクール（魚類）」　
2016.7　第６回黒松内町生物多様性まつり調
査結果報告会
２．［招待講演］「幼児から中学生までを対象とし
た朱太川水系における実践的自然教育」　単
著　2016.8　東京大学大気海洋研究所共同利
用研究集会「次世代、次々世代の魚類学者、
海洋生物学者を育てるために、ボトムアップ
で今何をなすべきか。アウトリーチと学校教
育の融合を目指して。」
３．［ポスター発表］「朱太川水系におけるシラウ
オとジュズカケハゼの記録およびレッドリス
ト作成の検討」　単著　2016.9　第49回日本
魚類学会年会
４．［ポスター発表］「魚拓の可能性：生物多様性
情 報 と し て の 活 用 方 法 の 検 討 」　 単 著　
2017.3　日本生態学会第64回全国大会
５．［ポスター発表］「潮間帯性動物群集の地理的
変化：緯度を反映するのは岩礁か河口干潟
か？」　共著　2017.3　日本生態学会第64回
全国大会
６．［口頭発表］「幼少期における自然体験の意義：
自然科学との接点」　2017.3　水圏環境教育
研究会第６回定期大会
＜学会・社会的活動＞
・日本生態学会
・Citizen Science Association
・Society for Conservation Biology
・日本魚類学会
・日本生物地理学会
・「野生生物と社会」学会
・日本環境教育学会
・臨床教科教育学会
・水圏環境教育研究会
・魚の会
・久保川イーハトーブ自然再生協議会委員
小笠原　明　子（障害児保育・野外保育論）
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・日本特殊教育学会
・日本発育発達学会
・日本乳幼児教育学会
・日本保育文化学会
井　上　　　遥（教育哲学・教育人間学）
（学術論文）
１．「『被包感』（Geborgenheit）の概念を軸にし
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た保育者と子どもの教育的関係性についての
一考察―O.F. ボルノーの教育倫理を手がか
りにして―」　2017.3　長崎短期大学研究紀
要第29号
＜学会・社会的活動＞
・日本保育学会
・教育哲学会
・奈良女子大学史学会
主　藤　久　枝（子ども学）
（その他）
１．「本学の保育実習指導の独自性から生まれる
連続性のある学び②―実習前・中・後の気持
ちの変容に着目して―」　2016.8　全国保育
士養成協議会第55回　研究大会
＜学会・社会的活動＞
・日本世代間交流協会（Japan Intergenerational 
Unity Association）
・日本家政学会学生会員　
・日本保育学会学生会員
・日本世代間交流学会
・OMEP　日本委員会
・日本発達心理学会
・日本保育者養成教育学会
・学校法人小町学園　昭島恵泉幼稚園　評議員
・NPO 法人東村山子育て支援ネットワークすず
め　第三者委員　
・つばさ保育園　運営委員
藤　高　直　之（子ども家庭福祉学）
＜学会・社会的活動＞
・日本社会福祉学会
・日本子ども家庭福祉学会
・日本地域福祉学会
・日本福祉教育・ボランティア学習学会
大学院　子ども学研究科
無　藤　　　隆（発達心理学）
＜学会・社会的活動＞
・日本心理学会
・日本発達心理学会
・日本教育心理学会
・日本保育学会
・日本乳幼児教育学会理事
・日本質的心理学会
・日本生活科・総合的学習教育学会
・文部科学省・教育研究開発評価協力者
・文部科学省・中央教育審議会教育課程部会委員
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